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1.動機･目的 

付活剤を加えずに蛍光体を作った際に、本来な

ら蛍光を発光しないはずがところどころ緑色と橙

色に発光するものが得られた。使用した一級

内に不純物が含まれていたせいだと考え

ような不純物が付活剤となったのか

るため、様々な付活剤による蛍光体の色の違いを

調べることにした。 

2.内容･実験方法 

特級の硫化亜鉛を基体として様々な付活剤を用

いて蛍光体を作り、369 nm の紫外線をあてたとき

の蛍光のスペクトルを調べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100 分間強熱し、水洗･乾燥 

 

3.結果 

付活剤   色 

CuSO₄ 緑、(青) 

MnSO₄ 橙、緑 

NiO 黄 

Y₂O₃ 黄緑、青 

また、酸化イットリウムでは他の蛍光体では見

られなかった燐光が見られた。紫外線を消しても

しばらく光り続け、明るい場所でも手をかざすだ

硫化亜鉛 ZnS →10 g  

硫黄 S →0.1 g  

塩化ナトリウム NaCl →0.1 g

塩化カリウム KCl →0.1 g 

付活剤→0.15 mL 

 *0.25 mol/L の水溶液 
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4.考察 

〔Ⅰ〕硫酸銅(Ⅱ) CuSO₄ 

全体的にきれいな緑色に

れた。また、少量だが青色に

れた。スペクトルを調べても、波形が異なってい

た。 

 

 

〔Ⅱ〕酸化ニッケル(Ⅱ) 

 紫外線を当てると、ところどころ

るが硫酸銅(Ⅱ)の蛍光体と比べるとほとんど

しない。 

 

 

 

〔Ⅲ〕硫酸マンガン(Ⅱ) 

強熱後に紫外線を当てたところ表面の方に緑色、

中心の方に橙色の蛍光体ができていた。

 

 

 

 

〔Ⅳ〕酸化イットリウム(

 表面は黄緑色に燐光するものが得られ、

方は青色に発光する蛍光体が得られた。

 

 

 

これらの実験結果から、付活剤を用いずに作っ

た蛍光体の緑色と橙色の発光の原因は

マンガンの混入であると考えられる

5.今後の展望 

・強熱時間を延長しての実験

・Y₂O₃が燐光になった理由を調べる

・希土類元素など様々な付活剤を
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